






○ 2014年度第2四半期の業績概要 

 

• 受注高  382億円 前期比 22.4％減 

• 売上高  421億円 前期比 14.4％増 

• 営業利益  40億円  前期比 66.1％増 

• 税引前純利益 48億円  前期比 51.2％増 

• 当期純利益 33億円  前期比 142.5％増 

 

• 受注高は大型受注があった第1四半期から減尐したが、 
対前年同期で大きな伸び 

 

• 売上高については3四半期連続で増収を達成 

 

• 売上増に伴い営業利益、純利益とも増加 

 

• 受注残は 404億円 前期比39億円減尐も、前年同期比では227億円増 
 

  

 

 



○ 2014年度第2四半期の事業セグメント別受注高 
 
○ 半導体・部品テストシステム事業 

• 前期比27%減 271億円 
  うち非メモリ・テスタ 219億円 
  メモリ・テスタ 52億円 

 
• 第1四半期の大型受注の反動もあり、非メモリ・テスタが減尐したが、 

MPU向けやディスプレイ・ドライバIC向けが予想以上に伸び、 
減尐幅は想定より小幅にとどまる 
 

• メモリ・テスタは、顧客の投資時期変更の影響を受け、若干の受注減 
 
 

○ サービスその他事業 
• 前期比19％減 52億円 

 
• 季節性の保守契約件数減尐 



○ 2014年度第2四半期の地域別受注高 
 

• 台湾、中国   
  スマートフォン関連の受注が減尐 
 

• 韓国 
  メモリ・テスタ受注の減尐 

  
 
   
 
 
 
 
 
    
 



○ 2014年度第2四半期の事業セグメント別売上高 
   
○ 半導体・部品テストシステム事業 

• 前期比11％増 290億円 
  うち非メモリ・テスタ 226億円 
  メモリ・テスタ 64億円 
 

• 第1四半期に受注好調だった非メモリテスタ「V93000」と「T2000」の 
売上が伸びた 

 
 



○ 2014年度第2四半期の地域別売上高 
 

• 第1四半期以降のスマートフォン関連、PC関連需要の伸びを反映 
ほぼ全地域で増加 

 
 
 
 
 
    
 



○ 2014年度第2四半期の営業損益 
 

• 売上総利益率 54.6% 
 採算性の良いテストシステムの売上比率が 
  第1四半期に引き続き高かった 

 
• 営業費用 189億円 

  売上増に伴う販管費の増加、業績好転に伴う賞与の増加 
                 

• 営業利益 40億円 



○ 2014年度第2四半期の研究開発費等 
 

• 研究開発費 76億円 
賞与増の影響で若干の増加 

 
• 設備投資  7億円 

 
• 減価償却費 11億円 
   

 
      
 
 



○ 2014年9月末時点のバランス・シート 
 
○ 資産の部 

• 現金預金  
 前期末比 93億円増 835億円 

 
• 総資産 
 前期末比 176億円増 2,498億円 
 
 

○ 負債・資本の部 
• 自己資本 1,268億円 
   
• 自己資本比率 
 2014年6月末比 1.4ポイント増 50.8％ 
 





○ 2014年度業績予想 
 

• テスタ需要の底堅さを踏まえ、通期受注高及び売上高予想をそれぞれ 
 受注 1,470億円 から 1,550億円 
 売上 1,450億円 から 1,520億円 へ見直し 

 
• 下期については、テスタ需要の季節性があるものの、 

  受注高   630億円 から 676億円 
  売上高   700億円 から 731億円   
   

• 季節性により3Q受注は2Qに及ばないものの、年明け以降受注は増加する見通し 
 

• メカトロニクスとサービス他事業は下期の売上増を見込む 
 

• 下期の売上総利益率は、上期同様、50%台中盤を維持できると予想 
 

• 営業費用についても大きな支出予定はない 
 

• 売上高の通期予想修正に伴い、各利益予想も 
   営業利益   100億円 から 120億円 
   税引前当期純利益  100億円 から 137億円 
   当期純利益   75億円 から 80億円 
 
  へ、それぞれ修正 



○ 今後の事業の見通しについて 
 

• 2Q受注は前期比減尐したが、MPUやディスプレイ・ドライバIC向けの需要が 
想定以上となり、上期は事前の予想を超える売上と受注残となった 
 

• この先半年間のテスタ市場は底堅い推移が予想され、 
前年同期以上のテスタ売上を達成できると見込む 

 
• メカトロニクスやサービス他も上期からの増収基調を継続 
 
• 今までの取り組みにより、この２つの事業セグメントはこの下期、 
  さらに増収できるものと想定 
 
• また今期の当社の最大のフォーカスは、引き続き利益の改善・最大化 
コスト節減と売上増の取組みを堅持 



○ テスタ事業の見通し 
 

• 非メモリ・テスタは、中国向けなどのローエンド／ミッドレンジ 
スマートフォン市場の拡大が、下期も引き続き受注と売上の軸 
 

• 事業強化のため、 ２つの非メモリ・テスタ新製品を投入 
 

• ひとつは、タッチセンサ混載など、高機能化が進む 
ディスプレイ・ドライバIC向け「T6391」 
 

• もうひとつは、スマートカーのECUなど、今後高機能化が予測される 
アナログICに向けた、新たな計測とテストソリューション「EVA」 

 
• メモリ・テスタの受注、売上については、堅調な先行きを見込む 

 
• DRAMでは、DDR4やLPDDR4など、次世代規格品の量産開始を 
見据えた後工程投資が下期全体に続く見通し 

 
• DRAM前工程やNANDフラッシュは、2015年頭からの 
顧客の投資を期待 



○ メカトロニクス関連事業についての見通し 
 

• 今年度メカトロニクスで最も期待しているのは、ナノテクノロジー製品 
 

• 半導体の微細化に伴う、フォトマスク用CD-SEMの引合いは 
変わらず好調。事業セグメント増収の柱となる 
 

• 今後の事業拡大に向け、先端プロセス開発や微細加工品の製造/検査用途で 
  EB露光装置とCD-SEMの受注拡大をはかる 

 
• デバイス・インタフェースは、テスタと需要連動性があり、 
下期も安定的な需要推移を見込む 

 
• テスト・ハンドラは、通信用半導体や車載半導体向けで好調な 
当社の主力テスタ「V93000」とのシナジーを見込む 
SoCハンドラ「M4871」を、下期より出荷開始 
 



○ サービス他事業について 
 

• フィールド・サービス事業の順調な年間保守契約の増加と 
テラヘルツシステムとSSDテスタの２つの新規事業の貢献により 
下期増収を見込む 
 

• テラヘルツ波を使った非破壊検査機器は、医薬品をはじめとする 
広範な産業から引き合い増加中 
半導体パッケージ厚の非破壊測定用の新システム「TS9000」にも今後期待 

 
• 1Qから販売開始したSSDテスタは、上期に大手複数社から受注獲得と 
上々の滑り出し。下期は順調な受注・売上の増加を見込む 

 
 

 


